
厚生保険特別会計年金勘定 平成１７年度特別会計連結財務書類の概要 

 

１．貸借対照表 

（資産） 

現金・預金…年金資金運用基金 +1 兆 9,904 億円 

運用寄託金…相殺消去 △77 兆 7,700 億円 

有価証券…年金資金運用基金 +102 兆 8,126 億円 

貸付金…年金資金運用基金 +3 兆 7,047 億円 

出資金…相殺消去 △3 兆 7,314 億円 

（負債） 

運用寄託金…年金資金運用基金 +5 兆 2,376 億円 

借入金…年金資金運用基金 +11 兆 3,453 億円 

２．業務費用計算書 

 支払利息…年金資金運用基金 +1 兆 1,301 億円 

 業務勘定への繰入…相殺消去 △1 兆 683 億円 

３．資産・負債差額増減計算書 

本年度業務費用合計と財源合計との差額 ＋5兆 9,654 億円 

（上記(A) + (B)により算出）⇒企業会計の「当期純利益」に相当

財源…連結による増 ＋10 兆 2,294 億円、 

相殺消去 △1 兆 8,205 億円 

４．区分別収支計算書 

業務収支…連結 +12 兆 4,270 億円 

財務収支…連結 △10 兆 4,322 億円 

個別ベースとの主な相違 

業務費用計算書 
(単位:十億円）

 個別 連結 差額 

厚生年金保険給付費 22,071 22,071 －

国民年金特別会計基礎年

金勘定への繰入 
11,392 11,392 －

業務勘定への繰入 1,184 115 △1,068

補助金等 93 93 －

出資金評価損 2 － －

支払利息 － 1,130 1,130

その他 38 130 91

本年度業務費用合計 34,781 34,932 151

 

資産・負債差額増減計算書 
(単位:十億円）

個別 連結 差額 

前年度末資産・負債差額 628 1,260 632
本年度業務費用合計(Ａ) △34,781 △34,932 △151

財源(Ｂ) 32,489 40,898 8,408
公的年金預り金の変動に伴う増減 2,135 2,135 －

その他 △290 △152 138

本年度末資産・負債差額 180 9,208 9,028

区分別収支計算書 
(単位:十億円）

個別 連結 差額 

業務収支 967 13,394 12,427
財務収支 - △10,432 △10,432

本年度収支 

（業務収支＋財務収支） 
967 2,962 1,994

資金への繰入等 △967 △967 -

資金残高等 54,609 54,609 -

本年度末現金・預金残高 54,609 56,604 1,994 

個別ベースと比較して、資産合計は 27 兆 2,237 億円の

拡大、負債合計は 18 兆 1,956 億円の拡大、資産・負債

差額は 9兆 280 億円の改善、業務費用は 1,510 億円の増

加となりました。資産合計の拡大の主な要因は有価証券

の増102兆 8,126億円及び貸付金の増3兆7,047億円で

あります。負債合計の拡大の主な要因は借入金の増 11

兆3,453億円及び運用寄託金の増5兆2,376億円であり

ます。資産・負債差額の改善の主な要因は、連結による

資産負債差額の増108兆7,251億円及び相殺消去による

減 81 兆 5,014 億円であります。業務費用の増加の主な

要因は、支払利息の増 1兆 1,301 億円であります。 

 

平成 17 年度について 

貸 借 対 照 表   
(単位:十億円）

 個別 連結 差額 個別 連結 差額 

＜ 資産の部 ＞ ＜ 負債の部 ＞ 

現金・預金 54,609 56,604 1,994 未払金等 5,502 5,552 50

運用寄託金 77,770 － △77,770 公的年金預り金 137,493 137,493 －

有価証券 － 102,812 102,812 借入金 － 11,345 11,345

未収金等 7,097 7,181 84 その他 － 6,799 6,799

貸付金 － 3,704 3,704 負債合計 142,996 161,191 18,195

貸倒引当金 △211 △213 △1 ＜ 資産・負債差額の部 ＞ 

その他 3,912 310 △3,601 資産・負債差額 180 9,208 9,028

資産合計 143,176 170,400 27,223 負債及び資産・負債差額合計 143,176 170,400 27,223

 

 
留意点 


